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本県の用水（工業用水，農業用水，飲用水など）に

関する調査は，昭和 40 年ころから実施されてきた１，２）。

これらの調査報告では，甲府盆地周辺や八ヶ岳南麓，

富士山麓周辺の水試料に関する報告が多く，主に工

業や農業への水利用に関する調査結果である。一方，

近年の研究から，甲府盆地を中心とした地域の地下

水が地質的な影響を受け，水質が形成されていること

が明らかになり，また，一部の地域では土地利用形態

の変化により水質が変化しつつあることも分かった３）。 

本県の飲用水に関する調査のうち，富士川町およ

び市川三郷町以南の富士川沿い（以下「調査対象地

域」と記す）に対する水質状況や水利用に関するデー

タ集積は十分に行われておらず，水質状況のデータ

は甲府盆地やその周辺の地下水調査に比べ少ない。

甲府盆地以南の地域は，富士川流域やこの支流河

川に沿って小規模な集落が点在し，多くは表流水を

水源に活用している。 

調査対象地域の水源は，水源周辺が森林に囲ま

れ,大規模な宅地開発や農業生産活動など，水質へ

の影響が想定される人為的な影響は少ないと考えら

れる。しかし，この地域は急峻な山間地域であり，複

雑な地形を有し，地すべり事例も報告されている４，５，

６）。また，本調査地域は降水量の多い地域のひとつ

である。将来的な水質性状を推定するためには，現

在の水質状況を把握する必要がある。この調査では，

甲府盆地以南地域において利用されている水道水

質の状況を解析し，地域的な特徴や差異を把握する

ことを目的とした。 

 

方法 

 

解析対象とした水道水質データ 

調査対象地域を図１に示した。H16 年度から H22

年度に実施された水道水質検査結果を基にデータ

解析を行なった。対象地点数は，身延（峡南）保健所

管内の延べ 191 試料である。水道法に基づき 50 項目

と電気伝導度（EC）について試験した。すべての試料

において検出下限値を上回り検出された項目は，硝

酸態・亜硝酸態窒素（以下，硝酸態窒素），塩化物イ

オン（Cl），ナトリウムイオン（Na），硬度などの無機物

質である。検出頻度の高い項目では，ホウ素（B）やフ

ッ素（F），亜鉛（Zn），有機物（TOC），トリハロメタン類

などが検出された。本報告では，無機物を中心に検

出濃度と検出状況を解析した。 

 

結果と考察 

 

１）検出項目の概要と濃度 
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図１ 調査地域の概要 

 

調査対象地域 

（富士川流域） 
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各項目の最大濃度，最小濃度，検出試料の平均

濃度の概要を表 1 に示した。また,Zn，F，B，Al，Fe，

Cu，As の濃度ごとの試料分布を図 2 に示した。水道

水質基準値を超過した試料は 1 試料のみであり，項

目は蒸発残留物であった。他の項目はいずれも基準

値を満たしていた。 

検 査 回 数を判 断する際に重 要である基 準 値の

10％を超えた試料数割合の高い項目では，硬度，蒸

発残留物，硝酸態窒素，TOC の順序であった。硬度

や蒸発残留物においては，基準値の 10％を超える試

料が 90％以上と高く，この地域では硬度（Ca や Mg）

などのミネラル成分を多く含むことが観察された。また，

この地域は，水源が深い森林に覆われ,表層水を多く

利用することから，表層水には有機物（TOC）を含み

やすいと考えられる。硬度や硝酸態窒素などの濃度

概要については次節を参照されたい。 

上記以外に基準値の 10％値を超える試料が多か

った（10％以上）項目は，As，F，Al などである（表 1）。

As は基準値が低いため，0.001mg/L が基準値の

10％値となる。28 試料で 10％値を上回ったが，濃度

は低い。F の検出試料平均濃度は 0.052mg/L であり，

多くは 0.1mg/L 以下である。最大値は 0.17mg/L だっ

た。Al の検出試料平均濃度は 0.006mg/L であり，多く

は 0.02mg/L 以下である。最大値は 0.13mg/L だっ

た。 

 

図２  Zn ，F，B ，Al，Fe ， Cu ，As の 濃 度 ごとの   

試料数 

表１ 測定項目の最大濃度，最小濃度，検出試料の平均濃度の概要 

項目名　（ｎ=191） 最大濃度 最小濃度
検出試料の
平均濃度

基準値の10％
超え試料数

10%超試料数
の割合（％）

水質
基準値

 セレン 及びその化合物 0.001 0.001 0.001 5 2.62 0.01

 鉛 及びその化合物 0.004 0.001 0.002 6 3.14 0.01

 ヒ素 及びその化合物 0.008 0.001 0.002 28 14.66 0.01

 六価クロム化合物 0.002 0.001 0.001 0 0.00 0.05

 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 3.24 0.03 0.98 112 58.64 10

 フッ素 及びその化合物 0.170 0.000 0.052 36 18.85 0.80

 ホウ素 及びその化合物 0.310 0.000 0.032 13 6.81 1.0

 亜鉛 及びその化合物 0.120 0.000 0.007 0 0.00 1.0

 アルミニウム 及びその化合物 0.130 0.000 0.006 20 10.47 0.2

 鉄 及びその化合物 0.095 0.000 0.008 14 7.33 0.3

 銅 及びその化合物 0.027 0.000 0.002 0 0.00 1.0

 ナトリウム 及びその化合物 82.2 2.0 10.3 10 5.24 200

 マンガン 及びその化合物 0.038 0.000 0.000 4 2.09 0.05

 塩化物イオン 17.1 0.2 4.1 0 0.00 200

 カルシウム､マグネシウム等(硬度) 280.0 24.4 85.0 181 94.76 300

 蒸発残留物 500.0 31.0 140.3 186 97.38 500

 有機物(TOC) 3.00 0.07 0.65 67 35.08 3

 ｐＨ値 8.60 6.60 7.64 ― ―  5.8～8.6

電気伝導度（ＥＣ）（μＳ/ｃｍ） 799.0 71.2 231.8 ― ― ―

ＥＣを除く項目の単位：mg/L

Cd，Hgはすべての試料において不検出
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硬度の最も高かった試料は，蒸発残渣や Al，Na，

EC も高く，この試料の位置する地域は，地すべり地

帯として報告されている。水質に影響をおよぼす因子

として，岩石・地質などの自然的な影響と人為的な影

響を検討する必要がある。この試料水の水源は森林

内にあり，周辺地域に田畑や人家はない。人為的な

影響はきわめて少ないと考えられ，周辺岩石や地質と

水質との関連性を検討する必要がある。 

 

２）硝酸態窒素，ナトリウム，塩化物イオン，

硬度，蒸発残渣，電気伝導度の特徴 

硝酸態窒素，Na，Cl，硬度，蒸発残渣，EC の概要

を表１に示した。また，各項目の濃度検出状況を図 3

に示した。EC と Na，Cl，硝酸態窒素，硬度との相関

性を図 4 に，Na と Cｌ，Na と硬度の濃度関連性を図 5

に示した。 

硝酸態窒素では最大値が 3.24mg/L であり，平均

値は 0.98mg/L と基準値の 10 分の 1 程度である。甲

府盆地やその周辺地下水と比較すると濃度は低い３）。

試 料 数 分 布 で は ， 0.5mg/L 以 下 の 試 料 が 多 く ，

2mg/L を超える試料は僅かである。 

Cｌでは，平均値は 4.1mg/L と小さく，硝酸態窒素と

同様に濃度の低い状況が把握された。試料数分布で

は 5mg/L 以下の試料が約 130 試料あった。 

一方，硬度は約 25～280mg/L と範囲が大きく，平

均値は 80mg/L を超えた。平均濃度は甲府盆地周辺

の飲用地下水濃度とほぼ同程度である。試料数分布

は 80 から 120mg/L の範囲に多くの試料が分布し，基

準値の 10％濃度である 30mg/L 以下は 10 試料と少

ない。また，濃度状況は地域や地点ごとに差異があり，

同一町村内でも値が大きく異なる試料が観察された。 

EC との関連性において，濃度相関性の高い項目

は硬度である（図 4）。一方,Cl や硝酸態窒素は相関

性が低くかった。硬度の多寡が，EC に影響しているこ

とが観察された。Na と Cl および Na と硬度の関連性を

比較すると，高い関連性は観察されていない（図 5）。 

人為的な影響が指摘される Na や Cl 濃度は低く，

硝酸態窒素濃度も低いことから，この地域の水質は

人為的な影響は低いと考えられる。一方，硬度は農

業地の面積が，甲府盆地と比較して小さいこと７）から，

本調査地域の硬度（Ca，Mg）起源は，水質が形成さ

れる地質・岩石要因が大きいと推定される。しかし，地

域ごとの濃度差や近接水源の試料と濃度の隔たりな

どが認められる試料もあり，試料ごとの集水域状況や

周辺土壌との関連性を詳細に検討する必要があると

考えられた。 

 

まとめ 

 

１）調査対象地域の水質において検出された項目は，

無機元素が多く，その他，有機物のトリハロメタン類が

 

図３硝酸態窒素，Na，Cl，硬度の濃度ごと試料数 

 

 

図4 EC と Na，Cl，硝酸態窒素，硬度の濃度（mg/L）

との相関性 

 

 

図 5 Na と Cｌ，Na と硬度の濃度関連性(mg/L) 
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検出された。 

２）この地域の Na，Cl，硝酸態窒素の濃度は低く，電

気伝導度との高い相関性は認められなかった。 

３）硬度と電気伝導度では相関性が認められ，硬度が

水質形成に寄与していると考えられた。 

４）検出された各元素の起源は人為的な影響が乏しく，

自然的な影響が大きいと考えられたが，水質形成要

因をさらに検討中である。 
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